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I.   integrum とは 

integrum（ロシア･スラブ系 総合データベース）は、Integrum は、ロシアと旧ソ連諸国のマ

スメディアのデータベースを幅広く網羅した最大のコレクションです。ロシア関連の約

40,000 タイトルが収録されており、毎日新しい記事が追加されています。データベースの範

囲は、全てのロシア国内および地域の新聞・雑誌、統計、公式出版物、国内外の主要な情報機

オンライン版ロシア系 総合データベース 

Integrum 利用ガイド 

利用ガイド 
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関のアーカイブ、数千の文学作品のフルテキスト、辞書などを網羅しています。 

 

収録資料について 

新聞・雑誌・通信社の配信記事などは、種類毎に、以下のようなデータベースグループに分類さ

れています。 

 

【データベースグループ一覧】 

・Moscow newspapers & magazines 

・Moscow news agencies 

・Moscow online media 

・Moscow TV and radio 

・Regional newspapers & magazines 

・Regional news agencies 

・Regional online media 

・Regional TV and radio 

・Non-Russian newspapers & magazines 

・Non-Russian news agencies 

・Non-Russian online media 

・Non-Russian TV and radio 

・News aggregators 

・Corporate online publications 

 

・Archives of Moscow 

media 

・Archives of 

Regional media 

・Archives of Non-

Russian media 

・Archives of 

governmental 

organization 

・ Industrial online 

publications 

・Financial news 

・Contact databases 

・Business Reference 

info / Analytics 

・Legal databases 

・Topical databases 

・Industrial 

catalogues 

・Official statistics 

・Regional Economics 

and Trade 

・TV and radio 

monitoring online 

・Business security 

 

 ※データ提供元との契約等により、収録タイトルが変更（削除）される場合がございます。 

予めご了承下さい。 
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II.   アクセス方法・初期画面の説明 

ご契約の認証方式により、アクセス方法が異なります。 

 

A: IPアドレス＋パスワード認証方式による接続の場合 

https://sso.integrum.ru/Login.aspx にアクセスし、LoginID とパスワードを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B: IPアドレス認証方式（同時ユーザー数無制限）による接続の場合 

指定した URL へ接続し、エンコード (English interface)を選択し、「Enter (no 

registration) 」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://sso.integrum.ru/Login.aspx
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■ 初期画面の説明 

integrum にアクセスすると、まず下記の初期画面が表示されます。 

また他のページで、画面左上の「    」を押すと、この画面に戻ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各メニューの説明】 

〔A〕 Artefact（データベース検索） 

検索するための画面です。integrum のもっとも基本的な機能です。→ 5 ページを参照 

 

〔B〕 Dictionary of word frequency (beta) （単語の使用頻度辞典） 

収録データに基づき、使用頻度の高い単語を抽出します。→ 22 ページを参照 

 

〔C〕 People today（本日の注目人物） 

メディアで頻繁に取り上げられる人物 100 名をリストアップします。→ 20 ページを参照 

 

〔D〕 Comparative and relative statistics（統計分析機能） 

特定のキーワードの出現件数を、時系列でグラフ化します。→ 14 ページを参照 

 

〔E〕 Teletype（リアルタイム・ニュース） 

通信社が配信するニュースを画面上で閲覧できます。→ 24 ページを参照 

 

〔F〕 Who? Where? When?（人物・役職・組織検索） 

人物の経歴や、ある役職の歴代の在任者を一覧表示します。→ 20 ページを参照 

 

〔G〕 インターフェース切り替え 

インターフェースの言語を RUS（ロシア語）または、ENG（英語）へ切り替えます。 

 

A 

B 

C 

D 

F 

E 

G 
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III.   検索機能を使う（Artefact） 

 

III-1：基本検索 

 

1: 初期画面で、Artefact をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: integrum の検索画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3: 検索条件を入力し、最後に「Search」ボタンをクリックします。 

検索キーワードを入力 

（入力方法については、p.7

もご参照下さい） 

日付を指定 

データベースグループ

（p.2 参照）を選択 
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III-2：検索結果画面の説明 

 

1: 検索結果は下記のように一覧表として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: タイトルをクリックすると、該当記事が一覧表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示切替 

タイトル・刊行日時 

記事見出し 

記事の主要センテンスとキーワード 

検索キーワードと関連性の高い箇所 

この検索システムは、検索項目の単語について、全ての文法的語形に対応しています。 

単語の語形まで完全一致させる場合は、検索項目の単語の後に !т を付けます。 

例： крупнейшей!т   

並び替えが可能です 

クリック 
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3: 記事見出しをクリックすると、記事全文が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

III-3：検索語の入力方法 

 

1: 本データベースの収録言語は、ほとんどがロシア語で、キリル文字表記です。integrum に

は、キリル文字のデータを検索するための入力補助機能が用意されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→次ページへ続きます。 

  

記事中の検索キーワード

を含む箇所へジャンプ 

クリックすると、「Basket」に記事を保存します。画面上部の

「Basket」をクリックすると、後でまとめて閲覧できます。 

 

ロシア語→英語へ翻訳（機械翻訳です。） 次の記事を表示 

A B 
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A：    ボタンをクリックすると、キリル文字のバーチャルキーボードが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B： 検索キーワード欄に、英語でキーワードを入力し、「translate query」ボタンをクリ

ックすると、英語からロシア語に翻訳します。 

 

C： ローマ字による音訳表記にも対応しています。（例：Путинを検索したい場合、

#Putin# のように、「#」で括ります。） 

 

2: 論理演算子などにも対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最後にクリックするとテキ

ストが検索キーワード欄に

入力されます。 

論理演算子を利用できます。 

スペースは AND と認識されます。 
フレーズ（句）を検索するには引用符 " " で囲みます。 

 

「OR」   「AND」 

さらに詳細な入力方法が紹介さ

れています。 

単語間の距離指定 

 / п N (または /sN) と入力すると、連続するN個

の文の中に、指定した検索語が登場する記事のみを

検索します。上記の例では、３文以内となります。 
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III-4：特殊な検索機能（人物・記事・検索テンプレート） 

 

A: 人物に関連した記事のみを探す。 

1:  「Person(FIO)」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: 人名検索画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3: 「Search」ボタンをクリックすると、検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

姓を入力 

名またはイニシャルを入力 

Patronymic（父祖の名にちなむ姓）入力 

キーワードを入力 
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B: 特定の資料の記事から探す。 

 

1:  「 Fields 」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: 資料検索画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3: 「Search」ボタンをクリックすると、検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

  

データベース名の全てまたは一部を入力 

資料タイトルのキーワードを入力 

巻号を入力（分かる場合のみ） 

記事中のキーワードを入力 

必要であれば日付を入力 
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C: 検索テンプレートを利用する 

頻繁に検索されるトピックについて、検索テンプレートが用意されています。 

 

検索テンプレートを利用するには、「 Typical 」をクリックし、プルダウンメニューよりトピック

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索テンプレート使用例： 

例-1 : 事件・出来事の日付を自動的に検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

プルダウンメニューよ

り選択 

プルダウンメニューよ

り選択 

日付を特定したい 

事件・出来事について

入力します。 
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例-2 :人物に関する情報（略歴）を探す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IV.   新聞・雑誌を日付を指定して閲覧する 

1: データベースグループ名をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プルダウンメニューよ

り選択 

調べたい人物の名前

を入力 

データベースグループ名を 

クリック 
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2: 新聞･雑誌などのタイトルが、アルファベット順に一覧表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3: 選択したタイトルの詳細画面に移動します。 

年代を選択し、読みたい号の日付をクリックすると、記事が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ タイトル詳細画面下部の説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル内検索が 

できます 

注：一部の資料については、過去のデータを年代ごとに分割し、収録

しています。この資料の場合は、2000年以降の号が、分割されてい

ます。 

このタイトルに関する詳細情

報が表示されます 

アルファベットをクリックするとリスト内

の該当箇所までジャンプします。 

閲覧したいタイトルをクリックします。 

年代を選択 カレンダーより日付を選択 
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V.   情報分析・ニュースのモニタリングをする 

 

V-1：統計分析機能を使う（Comparative and relative statistics） 

 

A: 比較分析（Comparative Statistics） 

特定のキーワード（政治家、著名人、国、企業など）の出現件数を、時系列のグラフで表示させる機能です。複数

のキーワードについて、比較することも可能です。 

 

A1: 初期画面で、「Comparative and relative statistics」をクリックします。 

他のページから初期画面に戻るには、画面左上の「Service」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A2: 「Comparative Statistics」をクリックします。設定画面が開きます。 

まず、検索対象エリアを設定します（図 1～6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図 1） 

 

 

 

 

 

 

 

Comparative Statistics をクリック 

 

Add a source set をクリック 

 

sources をクリック 
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（図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （図 5） 

 

 

 

 

 

 

チェックをはずす（全資料の選択解除）。 

最後に「Build」をクリックします。 

データベースグループの中か

ら、特定の資料のみを検索対象

に含める場合は、データベース

グループ名をクリックします。  

（図 3～4 参照） 

 

検索対象に含める資料にチェックを入れ、

「Go on!」ボタンをクリック。 

選択した資料数が表示されます。 

データベースグループ名にチェ

ックを入れる。 

作成したデータベースグループに 

任意の名前をつけ「 OK」をクリ

ックします 

最後に「Build」をクリックします。 

チェックを入れる。 
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（図 6）検索対象エリアが作成されました。検索対象エリアは必要に応じ追加できます。 

 

 

 

 

 

 

A3:検索項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、イタリアとフランス、どちらがロシアのメディアで頻繁に言及されているかを調べるに

は、以下のように設定します。 

 

 「イタリア」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「フランス」 （Add a query をクリックし、同様に設定します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフに表示する項目名 

 

検索項目を入力 

グラフの色を選択 

 

最後に「OK」をクリック 

 

 

Add a query をクリック 
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A4: 各種設定し、最後に「Start」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A5: グラフが表示されます。  

選択した検索対象データベース数や時間範囲によっては、グラフの生成に数分かかる場

合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象とする時間

範囲を指定します。 

集計の時間間隔を

指定します。 

Relative（全記事件数に対する割合） 

または Absolute (実際の件数)を選

択。 

利用する検索対象エリア

にチェックを入れます。 

最後にクリック 

グラフの表示

形式を選択 

エクセルなど、別の書式

に変換できます。 
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B: 関連性分析（Relative Statistics） 

2 つのキーワードの関連性を示す機能です。ある言葉を含む文書の中で、もう 1 つの言葉を含

む文書の割合を、時系列のグラフで表示させます。例えば、作家ボリス・パステルナークに関す

る記事のうち、どのくらいの割合で、その代表作「ドクトル・ジバゴ」について言及されているか

を、みることができます。 

 

B1: 初期画面で、「Comparative and relative statistics」をクリックします。 

他のページから初期画面に戻るには、画面左上の「Service」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A2: Relative Statistics をクリックします。設定画面が開きます。 

まず、検索対象エリアを設定します（A2: 図 1～6 参照）。 

 

 

 

 

 

B3: 「Add a query pair」をクリックし、検索項目を設定します。 

下の例では、マスメディアが «Украина»(ウクライナ)という言葉と一緒に 

前置詞の «в» と «на»をどれくらい使っているかを調べます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Relative Statistics をクリック 

 

グラフに表示する項目名 

 

グラフの色を選択 

 

最後に「OK」をクリック 

 

 検索項目を入力 

Query 1 の件数 ÷ Query 2 の件数 

の割合が計算されます。 
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B4: 各種設定し、最後に「Start」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B5: グラフが表示されます。  

選択した検索対象データベース数や時間範囲によっては、グラフの生成に数分かかる場

合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する検索対象エリア

にチェックを入れます。 

調査対象とする時間

範囲を指定します。 

集計の時間間隔を

指定します。 

グラフの表示

形式を選択 

検索対象エリア（データベースグ

ループ)毎にグラフを作成する場

合は、チェックを入れます。 

最後にクリック 

エクセルなど、別の書式

に変換できます。 



20 

 

V-2：注目人物を調べる（People Today） 

特定の日の、マスメディア頻出人物上位 100 名のリストを表示します。この機能は、

Integrum に配信された、全文書に含まれる全人物を対象にしています。 

 

1: 初期画面で、「People Today」 をクリックします。 

他のページから初期画面に戻るには、画面左上の「Services」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: 初期画面で、People Today をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V-3：人物の経歴・組織の役職を調べる（Who? Where? When） 

 

1: 初期画面で、Who? Where? When?をクリックします。 

他のページから初期画面に戻るには、画面左上の「Services」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

日付をクリックすると

その日のグラフを表示 

前日と比べた順位

の変化を表示 

人名をクリックすると、関

連記事を表示します。 

「!」は、100 位外からランク入りした人

物を示します。 
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2: 「Person」を選択すると、マスメディアの情報をもとに著名人の経歴を自動的に一覧化・

閲覧することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3: 「Organization」を選択すると、特定の組織・役職に属する人物を調べることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 物 の 名 前 を 入 力 し 、

「Search」ボタンをクリック 

クリックすると 

略歴リストが開きます 

クリックすると 

役職リストが開きます 

クリックすると更に詳細

な情報が得られます 

組織名と役職のキーワードを入力し、

「Search」ボタンをクリック 
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V-4：単語の使用頻度を調べる（試用版） 

本機能は試用版（ベータ版）です。不具合が発生したり、今後、機能が変更される可能性があり

ます。この機能は、4,000 万記事、およそ 80 億語にのぼる Integrum のマスメディアデー

タベースに基づいています。 

 

1: 初期画面で、「Dictionary of word frequency (beta)」をクリックします。 

他のページから初期画面に戻るには、画面左上の「Service」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: 使用頻度上位 10,000 語までを 100 語ごとに区切った一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースグループ

を選択できます。 

順位をクリッ

ク 
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3: 選択した 100 語が一覧表示されます。（文字化けする場合は、ご利用のインターネットブラ

ウザの「表示」メニューで「エンコード」を変更してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4:クリックした単語の、全ての語形を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5: 更に単語をクリックすると、マスメディアでの使用例を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並べ替え可能 

単語をクリック 

単語をクリック 
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V-5：ニュースをモニタリングする（Teletype） 

様々な通信社から配信されるニュースを、1 つの画面上で、リアルタイムで得ることができます。

自動更新間隔は、30 秒から 5 分までの間で選択できます。 

 

1: 初期画面で、「Dictionary of word frequency (beta)」をクリックします。 

他のページから初期画面に戻るには、画面左上の「Service」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: プルダウンから、情報源と更新間隔を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報源を選択 更新間隔を選択 

見出しが一覧表示され

ます。 

見出しをクリックする

と、記事内容が下段に

表示されます。 

クリック 
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VI.  補足事項 

VI-1：integrumの収録資料を確認する 

 

1: 初期画面で、「Database Info」をクリックします。 

他のページから初期画面に戻るには、画面左上の「Service」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: 収録資料の地域リスト、種類別リストが表示されます。 

 

収録資料の地域リストを表示          収録資料の種類別の資料数を表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収録一覧表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別、種類別の切り替え 

リンクをクリックすると該当

する資料の一覧が表示され

ます。 

一覧をダウンロード 
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VI-2：設定を確認する 

 

1: 初期画面で、「Settings」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: 設定画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1： 本商品は可能な限り、Windows パソコン上で Microsoft Edge をブラウザとして

ご使用ください。 

他の OS、ブラウザ上でもほとんど問題なく動作いたしますが、一部の機能について利用でき

なくなる場合があります。 

 

  2： 表記された画像は特に記載された場合を除いて Microsoft Edge でのものです。

Mac などの OS や Edge 以外のブラウザでは一部メニュー表記が異なって表示される場合

があります。 

 

翻訳機能設定 

（露→英 / 露→独 / 英→露） 

インターフェース言語（露/ 英） 


